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本稿は、宇都宮大学教育学部音楽教育専攻学生（特に3～ 4年生）および同程度の４声体和声学習
者を読者に想定している。２人の書き手による異なる課題実施を比較例示することで、和声実施の可
能性について考えるものである。
実施例示する課題は、上記想定読者の学習レヴェルに相応の難易度のものを選ぶ。すなわち、いわ
ゆる「島岡和声」の第3巻（注１）程度のものとする。より高等な和声課題実施の研究については、別
の稿に譲りたい（注２）。今回は、アンリ・シャランの『24の和声課題集』（注３）から、第1番（Basse 
donnée）と第15番（Chant donné）を採りあげた。
 （以下、音名・調名の表記にはドイツ語を用いる。）
このBasse donnéeは、G-Dur、4/4(C)拍子、16小節の楽曲である。
複数の主題旋律の同時的組み合わせや、主題の階梯導入といった、対位法的な「型」を前提として
いる課題ではない。自由に旋律を書いてよい状況の中で、与えられたバスの持つ要素を生かしつつ、
音楽のフォルムと内容をいかに構築していくかが試される課題といえる。
第1～第5小節では、主調G-Durと、課題旋律のリズム動機（2個の八分音符とそれに続く四分音
符または二分音符）が提示される。ここに、新井は、二分音符・四分音符を主体とした比較的息の長
いソプラノ旋律を書く。これに対し、木下は、上3声に冒頭3拍を休ませ、バス旋律に対して擬似模
倣的にソプラノを導入する。第3小節では4個の四分音符による下降音型の動機を紡ぎ出している。
第6～第9小節は、e-Mollを経てh-Mollに終止する部分である。両者の実施とも、バスに対してソ
プラノがリズム・カノンを歌い出す。木下は、第8小節で、第3小節の下降音型動機を聴かせる。
第10小節からは、a-Moll、C-Durと転調しG-Durに回帰する場面だが、ここでも、両者ともカノン
的なソプラノでスタートするが、第12小節以降、新井は、第12小節～第13小節前半、第13小節後半
～第16小節と、2つのゆったりとした旋律フレーズを書く。木下は、第12・13・14小節と1小節ごと
に反復進行的な起伏をつくり、第14小節を第3小節の再現としている。
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Chant donnéは、d-Moll、6/8拍子、25小節の楽曲である。
冒頭の4小節間が、いわば主題旋律の提示だが、この前半（第1小節～第3小節前半）は、d-Moll
主和音に刺繍和音を挟む和声付けを要求している。新井の実施では、主和音の第1転回形に全音階的
に上下する刺繍和音を挿入している。木下の実施では、主和音を基本形にして第1小節～第2小節前
半まで主音の低音保続を作り、第1小節後半の刺繍和音を半音階的なものにしている。また、第2小
節後半では刺繍和音ではなく属7を置いている。
第3小節後半～第4小節は、ソプラノのg→aの進行により、プラガル（変格）終止が要求される。
ここでは、2つの実施とも、バスが4度下行（d→a）し、内声に短調の上方変位第6音（h）→上方変
位第7音（導音。cis）の動きを含む、いわゆる「フォーレ終止」を採用している。
第5小節からは、主題旋律がF-Durで奏される。新井は、ここでも第1転回形のF-Dur主和音に対し、
テノールとバスが全音階的に上下する刺繍和音を挟んでいる。ただし、ソプラノの旋律音（音階第7音、
第6音）が下方変位されている（es、des）ため、それに呼応する形で第6小節後半のテノールはdes
となっている。木下は、ここでは主和音第1転回形を用いるが、第5小節後半の刺繍和音はやはり半
音階的、第6小節後半には属7を置いている。
第7小節～第10小節は、C-Durの終止に向かっていく場面だが、ここでは、両者ともドミナントの
枠（第8小節前半－第9小節後半）の中に、Ⅱ度調（d-Moll）の和声を挿入している。ここではバスg
を繋ぎ、保続音上のⅡ度調とすることも可能であろう。
第11小節からは、第14小節の f-Mollの終止に向かっていくフレーズである。新井は、As-DurのⅡ
度からスタートし、根音を5度正進行させていくことにより第13小節で f-Mollを導く。木下の実施で
は、第11～ 13小節の間、バスがソプラノに対して半小節遅れのリズム・カノンを成している。調は
第11小節より f-Mollであり、内声の動きと響きが複雑になっている。
asをgisに読み替えて旋律をスタートさせる第15小節からは、新井はa-Moll、木下はA-Durを経て、
第18小節＝主調の同主調D-Durでの主題旋律の再現を迎える。ここでも新井は全音階的刺繍和音を
書き（ただし第5小節同様、第18小節後半の旋律音が下方変位している［c、b］ため、第19小節後
半のテノールはbである）、木下は第18小節後半に刺繍和音、第19小節後半に属7を書く。第20～
21小節には比較的自由な和声を付けうるが、新井は音階音下方変位（準固有和音）を、木下はⅡ度
調の借用を書いている。ここではⅣ度調の借用も可能である。
（つづく）
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（注１） 池内友次郎、島岡譲、ほか『和声―理論と実習』第3巻、音楽之友社、1966年。
（注２） たとえば、次の文献。
    木下大輔「和声実施集（１）」 『宇都宮大学教育学部紀要』第56号第1部（2006年）、95～
115頁。
（注３） H. Challan, 24 leçons d’harmonie: faciles et progressives. Paris: Max Eschig, 1938.
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